
2024年度
大阪府訪問看護実践研修事業
教育ステーション事業

実践報告

泉南ブロック ももの木訪問看護リハビリステーション貝塚 辰巳久代



教育ステーションの目的

地域の実情を把握し、地域資源を活用しながら
訪問看護師の確保、育成、定着を図ると共に
訪問看護サービスの質の向上を目指した取り組みを行う。

今後起こりうる様々な危機的状況時においても、
訪問看護サービスが継続できる環境等を率先して整備し、
地域全体の訪問看護サービスの信頼性・対応性の向上を
図る。



目標

多職種向けACP研修を成功させ、地域での定着を促進する。

泉州地域の訪問看護ステーションの横のつながりを広げ、
途切れのない医療と介護の連携を図り、
質の高い訪問看護サービスを提供することができる。

看護師の質向上のため1人でも多く研修会への参加ができる。



実践内容
研修事業（集合研修）

テーマ：連携型BCP
 開催日：６月22日（土）14時～16時

場所：和泉市北部リージョンセンター 集会室３

目標人数：30名

実参加人数：39名



実践内容
研修事業（集合研修）

テーマ：ACP支援実践人材育成研修

 開催日：7月27日（土）14時～17時

場所：あいぴあ泉南1F大会議室

目標人数：50名

実参加人数：39名



実践内容
研修事業（ハイブリット）

テーマ：緩和ケア
 開催日：9月7日（土）14時～16時

場所：岸和田徳洲会病院 新新館C会議室

目標人数：集合30名、オンライン30名

実参加人数：集合26名、オンライン18名



実践内容
研修事業（ハイブリット）

テーマ：在宅での褥瘡処置

 開催日：12月7日（土）14時～15時30分

場所：貝塚市中央公民館

目標人数：集合30名、オンライン30名

実参加人数：集合14名、オンライン22名

できてしまった褥瘡 

どうやって治す？ 
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日時：2024 年 12 月 7 日(土) 

時間：14 時～15 時 30 分         参加無料 

場所：貝塚市立中央公民館 

   貝塚市畠中 1-18-1（コスモスシアター2 階） 

   電話番号 072-433-7222 

対象：看護師、准看護師、看護学生（病院、在宅他） 

講師：つながる訪問看護ステーション  

皮膚・排泄ケア認定看護師 加藤裕子様 

受講方法：対面・ZOOM（ハイブリット） 

 

申し込みは QR コードから→ 

 

お問い合わせ先 

泉南ブロック 教育ステーション 

ももの木訪問看護リハビリステーション貝塚 担当 辰巳久代 

                          電話番号 072-468-6477 



電話相談事業

 岸和田徳洲会訪問看護ステーションかいづか支所担当
そのため

目標件数 0件

実績 10件

相談内容のまとめ：報酬関係4件、精神科関係3件、実務内容1件、

その他（グループホームについて、難病について）

医療保険での請求関係の相談やリハビリの減算などの相談

精神の相談増加



地域における協力体制について
協力ステーション

出水クリニック：研修手伝い

にしだJクリニック：研修手伝い

訪問看護ステーション希望：研修手伝い

訪問看護ステーションあったかい：研修手伝い

訪問ステーションてとてと：研修手伝い

つながる訪問看護ステーション：研修手伝い

ふちゅう訪問看護ステーション：研修手伝い

訪問看護ステーションしあわせクローバー：研修手伝い、電話相談対応

訪問看護ステーションれぽ：研修手伝い

リニエ訪問看護ステーション泉佐野：研修手伝い

訪問看護ステーション和音：研修手伝い

協力ナース

訪問看護認定看護師（出水クリニック 菊谷Ns）：ファシリテーター

皮膚・排泄ケア認定看護師（つながる訪問看護ステーション 加藤Ns）

：研修講師、ファシリテーター



目標の評価

多職種向けACP研修を成功させ、地域での定着を促進する。

今年度のACPにおいて多種職に声掛けを行ったが、1グループに1名の多種職の

人に入ってもらうことができなかった。

看護師のみのグループができてしまい、前年度と変わらない状態になった。

仕事をしていく中で、多種職の人もＡＣＰに興味があるようす。

研修会を多種職の人が参加しやすい雰囲気にしていくように工夫が必要。



目標の評価

泉州地域の訪問看護ステーションの横のつながりを広げ、
途切れのない医療と介護の連携を図り、質の高い訪問看護
サービスを提供することができる。

訪問看護ステーション協会に加入している訪問看護ステーションの人の

研修会への参加が増えてきた。

泉南ブロックには訪問看護ステーション協会に入っていない事業所が多い。

研修会の参加と同時に協会への加入も声掛けするも、加入に繋がらない。

研修会を機会に顔の見える関係性と協力できる環境をつくっていく。

看護師だけではなく多職種との関係も研修を通して広げていく。



目標の評価

看護師の質向上のため1人でも多く研修会への

参加ができる。

         

仕事の都合等で参加できない看護師、

研修の対象者を看護師にしたため多種職で興味のある人が

参加できなかったなど、研修会への参加ができないという問題があった。

研修会は看護師のみではなく、多種職にも参加できる体制を考える必要がある。

オンラインを導入しないと遠くの人が来れない、

オンラインで研修をするとグループワークができないといった問題点が残った。
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